
「奉仕の理念」
　ロータリークラブの存在理由とでも言える「奉仕の理念」The Ideal of Service について触れ
てみたいと思います。
みなさんご存じの通り、「奉仕の理念」は二つあります。

① 「超我の奉仕」Service Above Self.
② 「最もよく奉仕する者、最も多く報いられる」One Profits Most Who Serves Best.

　歴史的にはまず②の理念が提唱され、後に①の理念が打ち立てられ
ました。この事情はロータリークラブが、職業奉仕団体から、社会的
人道的な奉仕団体へと展開していった歩みと一致しています。そして
ロータリーの行う人道的奉仕は、今や国際的舞台へと展開しています。
では、一つ目の理念「超我の奉仕」とは一体何でしょうか。ロータリ
アンであるみなさんはすでに或る程度の理解をお持ちでしょうが、私
なりにちょっとした注釈を加えてみたいと思います。「奉仕」という言
葉自体、英語でも日本語でもすでに「見返りを求めない利他的行為」
という意味を含んでいます。しかし殊更、「超我の、自己を超えた」
Above Self という形容詞が付加されているのはどうしてでしょうか。
どうやらここに、ロータリアンが行う「奉仕」の純粋さを担保する意
味が含まれているのだろうと思われます。
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「超我の奉仕」とカント道徳論
　このテーマにイマヌエル・カントの道徳論を援用してみたいと思います。カントは、道徳的であ
る行為とそうでない行為を区別するのに、動機の純粋性に注目します。たとえば、「会社を大きく
したいから奉仕をします」、「人から尊敬を受けたいから、名誉を得たいから奉仕をします」、「興味
のある好ましい相手だから奉仕をします」のように、行為の動機に私利私欲や私的な興味関心のよ
うな何らかの条件が前提されている行為は、その行為が実際に人のためになったとしても、「道徳的」
ではありません。カントにおいて道徳的行為は、前提なく「無条件」に命令されるものであり、もっ
ぱらその命令に従おうとする動機からのみ行われるものです。「すべきが故になす」、それ以外の動
機―私利私欲はもちろんのこと、私的な都合や関心、好みのような一切の不純な動機は排除されま
す。しかし、例えば「人々の幸福の実現ために」という前提を置いた行為は道徳的ではないのか、
という疑問も生じますが、そもそも「人々の幸福の実現」自体は、前提なく無条件に命じられるも
のです。

（次ページへ続く）

7月12日第 1回地区諮問委員会より



ガバナー公式訪問スタート！

　大変暑い日が続いておりますが、皆さまはお変わりありませんでしょうか？
　7 月 17 日の甲府西 RC を皮切りにガバナー公式訪問がスタートしました。訪問させていただい
たクラブの皆さま、ありがとうございました。

（次ページより続き）

カントのこのような発想を踏まえると、「超我の奉仕」とは、「無条件に命じられる利他的行為を、
他の一切の私的な動機を超えて、粛々と行う行為」ということになります。このような動機の純粋
性こそが、奉仕が「超我の奉仕」であることのクライテリアではないかと思われます。もちろん、
奉仕の現実的な方法論に関しては、緻密にマネージメントされなければならないことは言うまでも
ありません。
　もう一つカントの思想で紹介したいのは、彼が宗教聖職者たちを批判した際に用いた「偽りの奉
仕」False Serviceという言葉です。宗教において「奉仕」とは第一義的には「神への奉仕」ですが、「偽
りの奉仕」が意味するのは、単に、宗教的な儀礼や儀式という奉仕を行ってさえいれば、神への奉
仕がなされているとみなす倒錯した奉仕です。さらに悪いことに、宗教的儀式を執り行うことで、
自分に何らかの権威や名誉が得られたかのように妄想してしまいます。カントにとって「神への奉
仕」とは本来、無条件に命じられた隣人愛のような利他的行為を意味しますから、宗教的儀式や儀
礼は本質的なものではありませんし、利他的行為を行うことによって何らかの権威や名誉が得られ
るわけでもありません。ロータリアンの「奉仕」も、現在行われている奉仕活動を、ただ単に形式
的に惰性的に行っているだけでは「偽りの奉仕」になりかねませんし、そのような「奉仕」によっ
て何らかの権威や名誉が得られると勘違いするなら、売名行為、自己満足だという誹りを免れませ
ん。
　以上のように、第一の理念「超我の奉仕」の意味を、カントを援用して解釈してみましたが、ロー
タリアンの「奉仕」が持つこのような動機の純粋性があってこそ、第二の理念である「最もよく奉
仕する者、最も多く報いられる」という理念が、営利事業の成功を目標とした単なる職業奉仕や職
業倫理を超える、人道的な「奉仕」の意味を得るに至ると思われます。ただし、「報いられる」
profit という言葉の含みは、次の議論で明かしたいと思います。

　訪問の際は、新たな事業として始まった【会社 de ワクチン】
に使用するシートをお持ちしております。（一部写真の赤い
POLIO ロゴが書かれたマグネットシートです）
　ご寄付をいただいたお礼としてこのシートをお配りしておりま
す。会社のお車などに貼っていただければと思います。
　街中を END POLIO ロゴでいっぱいにしましょう！

（紙面の関係で訪問した全てのクラブを掲載できませんでした。申し訳ございません）

17 日 甲府西 RC・シャトレーゼホテル談露館

24 日 浜松志耀 RC・オークラアクトシティホテル浜松 24 日 浜松南 RC・グランドホテル浜松

25 日 浜松中 RC・グランドホテル浜松

25 日 浜松西 RC・ホテルコンコルド浜松

23 日 藤枝 RC・小杉苑 23 日 三島 RC・呉竹
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